On "Tochino Totada Sanjuban Uta-awase" (十市遠忠三十番歌合) by 井上 宗雄
写
真
版
に
よ
り
調
べ
る
と
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
蔵
せ
遠
忠
三
十
番
自
歌
合
さ
れ
て
い
た
。
十
市
遠
忠
自
籠
清
書
理
覚
院
応
猷
判
写
真
版
二
三
頁
掲
載
一
巻
中
世
、
鎌
倉
•
南
北
朝
•
室
町
・
戦
国
時
代
の
和
歌
作
品
は
、
現
在
か
な
り
大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
南
北
朝
時
代
ま
で
の
も
の
は
相
当
多
く
活
字
化
さ
れ
て
来
た
が
、
室
町
・
戦
国
期
の
も
の
は
埋
も
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
和
歌
史
研
究
に
お
い
て
一
九
九
五
年
十
一
月
東
京
古
典
会
の
『
も
く
ろ
-vj
(
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
目
録
）
に
次
の
よ
う
な
書
が
写
真
版
と
共
に
掲
示
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要
な
分
野
で
あ
る
。
て
い
る
注
意
す
べ
き
歌
人
で
あ
る
。
閣
本
が
、
判
詞
な
ど
細
字
で
や
や
読
み
に
く
い
の
に
対
し
、
こ
の
す
こ
ぶ
る
文
事
を
好
み
、
京
の
、
清
原
宣
賢
・
三
条
西
実
隆
お
よ
び
公
条
•
富
小
路
資
直
ほ
か
多
く
の
文
化
人
と
交
渉
が
あ
り
、
『
李
花
集
」
『
清
輔
朝
臣
集
」
ほ
か
多
く
の
歌
書
を
写
し
、
ま
た
自
ら
催
し
た
歌
合
や
、
家
集
（
幾
冊
か
の
日
次
詠
草
）
も
大
量
に
残
し
遠
忠
(
-
四
九
七
ー
一
五
四
五
）
は
大
和
の
豪
族
、
戦
国
武
将
で
、
書
館
に
収
蔵
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
、
室
町
・
戦
国
期
を
専
門
と
す
る
人
は
少
な
く
、
今
後
開
拓
さ
る
稀
本
で
あ
り
、
貴
重
な
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
幸
い
図
本
は
能
筆
で
読
み
や
す
い
。
目
録
を
一
見
し
た
だ
け
で
、
い
わ
ゆ
が
な
く
、
し
か
も
掲
出
本
は
十
市
遠
忠
の
清
書
本
と
い
う
。
尊
経
ら
れ
て
い
る
伝
本
と
同
じ
よ
う
だ
が
、
こ
の
本
は
他
に
全
く
伝
本
十
市
遠
忠
三
十
番
歌
合
に
つ
い
て
井
上
宗
雄
- 1-
ど
の
小
紙
片
に
「
卜
参
拾
号
」
と
あ
る
貼
紙
を
貼
る
が
、
筆
跡
は
和
歌
は
一
首
一
行
書
き
で
、
判
詞
は
か
な
り
小
字
で
記
さ
れ
て
い
上
部
に
「
十
市
遠
忠
」
と
あ
り
、
下
方
に
一
・
三
X
0
．
七
糎
ほ
早
大
本
と
同
じ
も
の
は
三
つ
目
の
「
三
十
番
歌
合
」
で
あ
る
。
な
お
二
五
．
o
x
二
•
O
糎
ほ
ど
の
細
長
い
小
紙
片
が
あ
り
、
一
、
五
十
番
歌
合
る。 う
か
微
妙
な
所
だ
が
、
同
時
代
の
書
写
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
内
題
な
く
、
一
首
は
一
行
書
き
、
一
紙
二
十
行
。
遠
忠
筆
か
ど
一
、
三
十
番
歌
合
但
廿
二
番
判
詞
ノ
末
ヨ
リ
廿
六
番
左
歌
マ
テ
欠
脱
一
、
五
十
番
歌
合
は
特
へ
四
•
八
0
六
九
。
蔵
後
、
補
修
を
加
え
、
裏
打
ち
を
し
て
、
現
在
天
地
二
八
•
三
糎
°
本
文
の
前
に
「
早
稲
田
文
庫
」
と
朱
の
印
記
を
押
し
た
紙
を
貼
り
、
一
、
五
十
番
歌
合
一
、
三
十
番
歌
合
唐
草
模
様
の
緞
子
の
表
紙
を
付
し
、
桐
箱
に
納
め
る
。
函
架
番
号
目
次
紙
に
、
五
つ
の
所
収
歌
合
名
を
記
し
て
い
る
。
八
•
八
糎
ほ
ど
。
冊
子
改
装
本
の
可
能
性
が
あ
る
）
。
本
図
書
館
に
収
紙
は
ほ
ぼ
二
九
•
五
糎
（
第
一
紙
は
五
糎
、
第
十
五
紙
は
（
裏打
ち
が
あ
る
）。
天
地
二
五
•
O
糎
。
墨
付
十
五
紙
つ
ぎ
。
と
直
書
き
で
記
す
。
函
架
番
号
は
什
上
五
四
。
扉
（
遊
紙
）
十
市
遠
忠
筆
五
十
番
歌
合
外
四
種
歌
合
一
巻
（
一
軸
）
本
。
本
文
料
紙
は
猪
紙
ま
じ
り
の
鳥
の
子
紙
包
紙
に
、
簡
単
に
書
誌
を
記
し
て
お
く
。
の
貼
尊
経
閣
本
は
計
五
ケ
度
の
歌
合
を
合
し
て
一
冊
と
な
し
て
い
る
。
で
あ
る
。
は
、
自
歌
合
を
含
め
て
十
三
ケ
度
に
上
る
が
、
上
記
も
そ
の
一
っ
し
れ
な
い
。
『中
世
歌
合
伝
本
書
目
j
に
よ
る
と
、
遠
忠
の
関
与
し
た
歌
合
本
文
よ
り
は
下
っ
た
時
代
の
も
の
で
、
仮
題
袋
で
あ
っ
た
の
か
も
-2-
て
い
る
。十
市
遠
忠
三
十
番
歌
合
に
つ
い
て
勝
（仲
）
兵
部
少
輔
中
原
遠
忠
）
に
入
れ
明
治
十
五
年
二
月
八
日
し
ら
へ
三
枚
不
足
橋
山
隆
済
と
あ
り
、
も
う
一
枚
に
は
、
但
し
表
紙
ト
モ
て
上
記
の
扉
の
貼
紙
と
、
扉
裏
の
紙
片
と
に
あ
る
よ
う
に
、
本
文
中
、
二
十
二
番
判
詞
の
尾
部
か
ら
二
十
六
番
左
歌
ま
で
（
三
枚
分
）
こ
れ
に
対
し
て
早
大
本
は
完
本
で
あ
り
、
そ
の
点
、
実
に
貴
重
と
記
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
形
を
示
す
た
め
に
、
本
に
よ
り
掲
げ
、
尊
経
閣
本
と
の
相
違
は
、
右
に
（
て
記
し
て
お
こ
う
。
一
番左
初
春
霞
一
番
を
早
大
を
ふ
く
み
侍
り
右
寄
悼
姫
の
お
ほ
ふ
袖
に
初
陽
の
色
さ
た
〔
虫
〕
る
よ
し
と
り
／
＼
に
あ
ら
そ
ひ
い
へ
る
す
か
た
わ
き
か
た
＜
侍
を
結
句
な
と
つ
よ
く
聞
て
な
を
左
の
朝
（霞）
か
す
み
立
ま
さ
り
な
ん
や
に
「
李
阿
」
と
い
う
名
が
あ
り
、
し
か
も
こ
の
名
が
五
番
ご
と
に
を
見
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
歌
合
の
各
番
の
一
首
は
遠
忠
の
「
詠
み
よ
う
。
る
歌
で
あ
る
。
記
述
の
煩
を
避
け
て
、
内
容
を
次
の
形
で
示
し
て
草
」
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
、
私
家
集
大
成
7
所
収
、
「
遠
忠
I
」
)
に
み
え
（
遠
忠
と
の
対
比
で
）
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
他
の
資
料
こ
の
歌
合
は
一
番
ず
つ
題
が
異
り
、
判
お
よ
び
判
詞
も
き
ち
ん
あ
る
。
た
だ
大
き
く
異
な
る
の
が
、
尊
経
閣
本
は
、
右
の
一
番
右
な
伝
本
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
な
お
若
干
の
問
題
が
伏
在
し
精
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
文
の
異
同
は
少
な
い
よ
う
で
何
時
の
頃
か
切
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
あ
る
。
こ
ち
ら
の
紙
片
は
江
戸
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
左
筍
春
き
て
も
い
ま
た
光
す
く
な
く
山
風
の
は
け
し
き
心
紙
数
六
十
一
枚
る
、
さ
ほ
姫
の
袖
ふ
る
山
の
朝
か
す
み
立
よ
り
四
方
の
春
そ
し
ら
六
拾
壱
枚
内
右
あ
っ
て
、
一
枚
に
は
、
る
。
扉
裏
（
遊
紙
裏
）
左
下
に
二
枚
の
貼
紙
（
細
長
い
紙
片
）
が
（
李
阿
）
（
見
）
（
霞
）
（
た
ち
）
春
の
く
る
色
に
み
え
て
も
朝
か
す
み
ま
た
立
や
ら
す
山
（風）
か
せ
そ
ふ
く
- 3-
十
四
遠
播
衣
右
勝
左
五
五
〇
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
念
の
た
め
そ
の
巻
頭
部
分
を
書
き
出
し
+
―
―
―
滝
辺
月
持
左
五
四
九
右
の
如
く
で
あ
り
、
「
遠
忠
詠
草
」
所
収
歌
は
遠
忠
の
詠
で
あ
十
二
鹿
交
萩
持
左
五
四
七
舟
寄
道
祝
持
右
五
七
七
十
一
早
秋
露
左
遠
忠
持
左
五
四
五
廿
九
古
寺
鐘
左
勝
右
五
七
六
十
納
涼
風
持
右
五
四
四
廿
八
薄
暮
煙
左
勝
右
五
七
五
九
庭
夏
草
左
勝
廿
七
鞣
中
友
持
八
五
月
雨
右
勝
の
名
、
判
、
「
詠
草
」
の
歌
番
号
（
私
家
集
大
成
番
号
）
を
掲
げ
る
。
左
五
三
一
左
五
三
三
左
五
三
九
左
（
李
阿
）右
五
四
二
右
五
四
三
右
（
李
阿
）
廿
六
名
所
山
右
遠
忠
持
右
五
七
〇
七
採
早
苗
左
勝
右
五
四
廿
五
寄
衣
恋
持
左
五
六
九
゜
廿
四
寄
木
恋
右
勝
左
五
六
七
六
聞
郭
公
右
遠
忠
右
勝
右
五
四
廿
三
寄
鳥
恋
右
勝
左
五
六
六
五
巌
上
藤
持
廿
二
寄
関
恋
左
勝
左
五
六
五
四
山
華
盛
左
勝
左
五
三
六
廿
一
寄
月
恋
左
遠
忠
春
月
右
勝
二
十
古
屋
霰
持
右
五
六
雪
中
鴬
右
勝
十
九
暮
山
雪
左
勝
右
五
五
八
O
（
一
番
左
歌
が
詠
草
五
三
0
番
歌
）
十
八
河
千
鳥
持
右
五
五
五
初
春
鴬
左
遠
忠
、
右
（
李
阿
）
左
勝
左
五
三
十
七
落
葉
深
左
勝
右
五
五
三
右
（
李
阿
）
左
（
李
阿
）
右
五
七
二
十
六
時
雨
晴
左
（
李
阿
）
右
遠
忠
以
下
、
番
数
（漢
数
字
で
示
す
）
、
題
、
作
者
名
あ
る
場
合
は
そ
十
五
嶺
紅
葉
持
左
五
五
持
左
五
六
四
持
右
五
五
二
- 4-
十
市
遠
忠
三
十
番
歌
合
に
つ
い
て
五
左
、
十
六
ー
ニ
十
右
、
二
十
一
i
二
十
五
左
、
二
十
六
i
三
十
右
の
歌
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
は
番
え
ら
れ
た
一
方
の
歌
(
-
ー
五
右
以
下
）
は
誰
の
歌
か
。
「
遠
忠
詠
草
」
に
は
な
い
。
か
く
し
て
、
遠
忠
歌
は
、
仕
え
た
時
衆
と
思
わ
れ
、
こ
の
頃
、
遠
忠
と
親
交
が
あ
り
、
五
十
李
阿
の
伝
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
細
川
氏
ま
た
は
三
好
氏
に
る
こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
。
-
i
五
左
、
六
ー
十
右
、
十
一
ー
十
な
ら
一
方
は
別
人
で
、
ま
ず
そ
れ
が
尊
経
閣
本
に
あ
る
李
阿
で
あ
は
右
の
よ
う
な
故
で
あ
る
。
る
か
ら
、
二
人
に
よ
る
詠
を
番
え
た
も
の
で
あ
り
、
一
方
が
遠
忠
の
形
か
で
あ
ろ
う
）
。
上
記
の
詠
草
の
歌
の
番
号
が
飛
ん
で
い
る
の
月
の
詠
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
に
両
伝
本
奥
書
に
「両
吟
」
と
あ
干
変
わ
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
歌
合
歌
の
形
が
、
添
削
の
結
果
か
後
案
五
日
初
而
同
廿
一
日
詠
畢
」
と
あ
り
、
こ
の
三
十
首
は
二
年
十
歌
が
成
立
、
そ
れ
を
歌
合
の
歌
と
し
た
ら
し
い
（
な
お
歌
形
が
若
十
首
は
「
寄
道
祝
」
五
七
八
番
歌
の
次
に
（
享
禄
二
年
）
「霜
月
十
も
ら
っ
て
合
点
を
受
け
（
多
く
は
0
が
付
い
て
い
る
）
、
三
十
首
和
禄
二
年
か
ら
三
年
(
-
五
三
0
)
初
め
ま
で
の
詠
草
で
、
上
記
三
も
の
も
多
く
（
「
暮
山
雪
」
な
ど
七
首
も
あ
る
）
、
そ
れ
を
某
に
見
て
「
遠
忠
詠
草
」
（
遠
忠
I
)
は
大
永
七
年
(
-
五
二
七
）
お
よ
び
享
の
如
く
で
、
一
題
l
首
し
か
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
二
首
以
上
の
と
あ
る
。
く
（
五
三
0
。
一
番
左
歌
）
ま
た
立
や
ら
て
山
風
そ
ふ
皆
以
隠
名
者
也
判
理
覚
院
0
春
の
く
る
色
は
見
え
て
も
朝
霞
右
者
享
禄
二
冬
両
吟
書
之
番
初
両
三
度
弼
合
共
し
ら
せ
て
（
五
二
九
）
と
あ
り
、
尊
経
閣
本
に
は
、
も
薄
か
す
み
山
も
ほ
の
か
に
出
る
日
の
春
た
つ
空
を
よ
そ
に
A
 
右
者
両
吟
判
理
覚
院
応
猷
初
春
霞
早
大
本
は
奥
に
、
詠
三
十
首
和
歌
遠
忠
草
不
載
の
）
歌
で
あ
る
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
て
み
る
。
自
歌
合
と
い
う
古
典
会
の
『
も
く
ろ
く
』
通
り
な
ら
遠
忠
の
（
詠
-5-
番
歌
合
や
三
十
番
歌
合
（こ
の
三
十
番
歌
合
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
）
も
遠
忠
と
の
歌
と
番
え
た
も
の
で
あ
る
（な
お
井
上
「中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
後
期
」
参
照
）。
す
時
に
、
ど
こ
か
で
作
者
が
分
っ
て
し
ま
う
虞
れ
が
な
い
よ
う
に
、
敢
て
こ
う
い
う
形
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
遠
忠
の
名
を
五
番
ご
と
に
出
せ
ば
、
他
は
別
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
李
阿
の
名
を
記
す
の
に
何
か
事
情
が
あ
っ
た
か
、
単
な
る
忘
こ
の
歌
合
は
、
自
歌
合
で
は
な
く
、
遠
忠
•
李
阿
に
よ
る
三
十
番
歌
合
で
、
享
禄
二
年
十
一
月
に
遠
忠
が
詠
じ
た
三
十
首
歌
を
基
拙
著
参
照
）。
42 
の
時
期
の
和
歌
事
蹟
は
多
い
。
遠
忠
と
も
親
交
が
あ
っ
た
（上
掲
な
り
、
法
印
僧
都
に
至
っ
た
。
和
歌
・
連
歌
・
鞠
を
よ
く
し
、
こ
な
お
理
覚
院
応
猷
は
冷
泉
為
広
の
子
、
寺
門
の
理
覚
院
の
僧
と
失
で
あ
っ
た
か
で
あ
ろ
う
が
、
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ン
を
知
り
う
る
こ
と
な
ど
、
戦
国
期
和
歌
の
あ
り
方
を
探
り
得
る
注
意
す
べ
き
資
料
で
あ
り
、
と
り
わ
け
早
大
本
は
完
本
と
し
て
貴
重
で
、
室
町
・
戦
国
期
和
歌
に
関
心
あ
る
人
に
よ
っ
て
今
後
詳
し
く
（翻
刻
を
含
め
て
）
検
討
さ
れ
る
べ
き
歌
合
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
付
言
す
る
と
、
本
学
図
書
館
に
は
、
歌
書
と
り
わ
け
中
世
関
係
の
歌
書
に
貴
重
な
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
部
は
『翌
註
資
料
影
印
叢
書
』
（
中
世
歌
書
集
』
三
冊
）
に
収
め
た
が
、
そ
の
後
も
、
『
図
書
館
紀
要
」
(
9
5
.
1
2
)
に
兼
築
信
行
解
題
・
翻
刻
に
よ
る
「
拾
葉
和
歌
集
序
」
な
ど
注
意
す
べ
き
鎌
倉
期
の
歌
書
が
収
蔵
さ
れ
た
。
ま
た
最
近
収
蔵
の
も
の
に
『
歌
伝
秘
書
」
（
一
冊
、
延
宝
六
は
、
尊
経
閣
本
の
奥
書
か
ら
推
察
す
る
と
、
隠
名
で
判
者
に
差
出
詠
草
を
見
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
合
が
成
立
す
る
一
パ
タ
ー
五
番
ご
と
に
作
者
が
左
か
ら
右
、
右
か
ら
左
へ
と
、
移
動
す
る
の
流
れ
を
汲
む
僧
侶
歌
人
応
猷
の
懇
切
丁
寧
な
判
詞
、
更
に
は
遠
忠
李
阿
の
名
を
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
人
で
あ
っ
た
遠
忠
、
時
衆
と
目
さ
れ
る
李
阿
の
詠
作
、
冷
泉
家
の
な
ぜ
早
大
本
は
、
五
番
ご
と
に
遠
忠
の
名
を
記
し
て
、
相
手
の
京
都
と
強
い
交
流
を
持
っ
た
在
地
の
歌
合
で
あ
る
が
、
戦
国
武
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
早
大
本
・
尊
経
閣
本
・
遠
忠
詠
草
に
、
そ
の
冬
の
内
に
結
番
し
、
そ
の
の
ち
応
猷
の
判
を
受
け
て
- 6-
十
市
遠
忠
三
十
番
歌
合
に
つ
い
て
し
て
江
雪
斎
（
北
条
氏
の
臣
岡
江
雪
）
に
遣
し
た
の
で
あ
る
。
早
大
院
ー
栄
雅
筆
本
を
所
持
し
て
い
た
重
雅
が
、
栄
雅
箪
本
に
よ
り
写
（
い
の
う
え
む
ね
お
押
）
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
重
雅
筆
本
で
あ
る
が
、
為
秀
ー
後
小
松
秘
書
」
も
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
自
筆
令
書
写
遣
之
者
也
天
正
四
年
五
月
廿
二
日
文
学
部
•
特
任
教
授
）
重
雅
（
花
集
積
し
て
組
み
立
て
て
行
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
こ
の
『
歌
伝
一
冊
依
亡
父
一
位
入
道
高
雅
門
弟
之
儀
江
雪
斎
懇
志
之
条
以
栄
雅
び
後
小
松
院
箪
本
を
写
し
た
と
い
う
栄
雅
の
奥
書
に
続
き
、
「
此
で
生
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
室
町
・
戦
国
期
の
和
歌
史
な
お
北
駕
文
庫
本
『
和
歌
詠
草
』
（
八
雲
口
伝
）
に
、
為
秀
お
よ
天
正
六
年
霜
月
十
三
日
重
雅
年
写
）
が
あ
る
。
内
容
は
『
八
雲
口
伝
』
（
詠
歌
一
体
）
で
、
日
本
歌
学
大
系
所
収
本
と
同
系
だ
が
、
奥
書
が
注
意
さ
れ
る
。
此
一
帖
以
祖
父
入
道
大
納
言
為
家
卿
自
籠
本
令
書
写
校
合
屹
尤
可
為
証
本
突
此
一
冊
亡
父
一
位
祖
父
栄
雅
以
自
筆
本
安
藤
源
左
衛
門
尉
依
懇
志
書
之
遣
也
（
次
に
延
宝
六
年
二
月
従
五
位
上
保
純
の
書
写
奥
書
が
あ
る
が
略
）
3
、
⑱
.
3
)
に
考
察
が
あ
る
（
重
雅
と
目
せ
ら
れ
る
自
庵
が
義
氏
に
「
詠
歌
大
概
j
を
進
上
雅
は
雅
綱
（
従
一
位
権
大
納
言
。
一
位
は
飛
鳥
井
家
初
例
）
の
子
で
あ
る
の
は
確
か
で
、
重
雅
は
号
（
法
名
か
）
で
あ
ろ
う
。
詳
し
い
伝
は
不
明
だ
が
、
東
国
に
お
い
て
も
活
躍
し
、
天
正
六
年
十
一
月
ま
は
、
資
料
も
散
在
し
て
多
い
の
だ
が
、
こ
う
い
う
細
か
い
事
蹟
を
し
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
）
。
以
上
二
つ
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
重
前
大
納
言
入
道
栄
雅
判
衆
」
に
関
す
る
一
考
察
」
（
学
習
院
史
学
此
詠
歌
一
林
以
後
小
松
院
震
筆
御
本
書
写
校
合
畢
論
考
を
引
い
て
久
保
賢
司
「古
河
公
方
足
利
義
氏
期
の
「
連
判
右
近
権
中
将
為
秀
判
一
色
直
朝
と
関
係
が
深
く
、
冨
田
勝
治
・
赤
瀬
信
吾
•
佐
藤
博
信
は
い
さ
さ
か
注
意
す
べ
き
人
物
で
、
古
河
公
方
と
そ
こ
に
仕
え
た
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
北
駕
本
よ
り
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
重
雅
（
雅
親
）
の
箪
本
に
よ
り
安
藤
源
左
衛
門
尉
に
写
し
遣
し
た
、
と
本
は
、
亡
父
一
位
（
飛
鳥
井
雅
絹
、
号
高
雅
）
の
祖
父
で
あ
る
栄
雅
-7-
